
様式 １　公表されるべき事項

国立研究開発法人土木研究所（法人番号8050005005206）の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事（寒地土木研究所長）

理事

監事

監事（非常勤）

　役員の報酬は、土木研究所役員給与規程において、本給、役員
特別調整手当、広域異動手当、通勤手当、単身赴任手当、寒冷地
手当、期末手当及び業績手当とすると定めている。なお、非常勤の
役員は、非常勤役員手当のみである。
　各手当は国家公務員に準拠し、各役員の状況に応じた支給を
行っている。
　役員別の本給月額と非常勤役員手当は、以下のとおり。
　　　・理事長　　　　　　　　　　965,000円
　　　・理事（寒地土木研究所長）　　　　　　　 818,000円
　　　・理事　　　　　 　　　　　　761,000円
　　　・監事　　　　　 　　　　　　706,000円
　　　・監事（非常勤）　　　　　 240,000円

　平成２７年度の改定内容は、平成26年度人事院勧告及び平成27
年度人事院勧告において平成27年度適用で改正することとなった
一般職の職員の給与に関する法律等の施行に準拠し、本給月額
（H26本給月額からの引き下げ）、役員特別調整手当（国の地域手
当と同内容による引き上げ）、広域異動手当（引き上げ）、業績手当
（引き上げ）の改正を行った。

　 当研究所は、土木技術に関する研究開発、技術指導及び成果の普及等に関する業務を
担っており、良質な社会資本の効率的な整備の推進に資する等の法人目的に鑑み、役員報酬
水準については、独立行政法人通則法第５０条の２第３項の規定の趣旨を踏まえ、役員の職責
に応じ、国家公務員の給与を参考としつつ、当研究所の業務の実績を考慮して設定している。

　 ６月及び１２月に支給する業績手当については、役員として在職した事業年度の業務の実績
に関する評価に応じて支給している。

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

  ②  平成２７年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）

　③ 役員報酬基準の内容及び平成２７年度における改定内容



２　役員の報酬等の支給状況
平成２７年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

18,511 11,808 4,932 1,771 （役員特別調整手当）

千円 千円 千円 千円

300 （役員特別調整手当）

300 （広域異動手当）

117 （寒冷地手当）

151 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

1,644 （役員特別調整手当）

511 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

1,296 （役員特別調整手当）

508 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

2,880 2,880
（　　　　）

4月1日

注１：「報酬（給与）」欄には現給保障による経過措置額が支給されている場合は、経過措置額加算後
　　　の総額を記入している。
注２：「その他」欄には手当等が支給されている場合は、例えば通勤手当の総額を記入している。
注３：「役員特別調整手当」とは、民間における賃金、物価及び生計費が特に高い地域に在勤する
　　　常勤の役員に支給される手当である。
注４：「広域異動手当」とは、異動前後の勤務地間及び異動直前の住居と異動直後の勤務地間の距離
　　　が60キロ以上の場合に支給される（但し、その支給割合が役員特別調整手当の支給割合以下の
　　　場合は支給しない）手当である。
注５：理事（寒地土木研究所長）は、札幌市に所在する寒地土木研究所に置かれているため寒冷地
　　　手当を支給している。
注６：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付している。
　　　 退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

       独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄。

14,023 8,640 3,579

◇

理事

監事

監事
（非常勤）

3月31日

15,154 9,132 3,867 4月1日

注７：「役名」欄のうち、「理事(寒地土木研究所長）」は平成20年度分までの公表資料における
　　　「理事長代理」である。

役名
就任・退任の状況

前職
その他（内容）

法人の長

理事
(寒地土木
研究所長)

14,748 10,008 3,872

◇



３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】

　法人の長

 理事（寒地土木研究所長）

 理事

　監事
　監事（非常勤）

【主務大臣の検証結果】

　当法人の目的は、土木技術の向上を図り、もって良質な社会資本
の効率的な整備及び北海道の開発の推進に資することである。
　その業務内容に鑑みれば、Ⅰ－１－①で示された役員報酬水準
の考え方は、国家公務員の給与水準を踏まえて定められており、適
当である。
　また、Ⅰ-2の報酬実績は報酬水準の設定の考え方に即しており、
法人の実績評価結果に鑑みても、法人の検証結果は適当である。

　理事長は、法人の代表として、その業務を総理し、法人経営に関
する最終的な責任と権限を有するものであるが、当法人は、そのリー
ダーシップの下、土木技術に関する研究開発、技術指導、成果の普
及等を行うことにより、土木技術の向上を図り、良質な社会資本の効
率的な整備及び北海道の開発の推進を担っており、平成26年度の
業務実績に関する評価において「研究開発成果の最大化」に向け
着実な実施状況であるとの評価（B評価）も得ている。また、その報酬
水準の設定については、Ⅰ-1-①で記載したとおり国家公務員の給
与水準を参考にするものとしているが、Ⅰ-2の結果はⅠ-1-①の考
え方を踏まえて国家公務員の指定職俸給表に即した報酬実績と
なっており、妥当であると考える。

　理事は、理事長の定めるところにより理事長を補佐して研究所の業
務を掌理することを職務としており、その報酬水準の設定について
は、Ⅰ-1-①で記載したとおり国家公務員の給与水準を参考にする
ものとしているが、Ⅰ-2の結果はⅠ-1-①の考え方を踏まえて国家
公務員の指定職俸給表に即した報酬実績となっており、妥当である
と考える。

　監事は、研究所の業務が適正に行われるよう監事監査を行い、土
木研究所の円滑な業務運営に資することを職務としており、その報
酬水準の設定については、Ⅰ-1-①で記載したとおり国家公務員の
給与水準を参考にするものとしているが、Ⅰ-2の結果はⅠ-1-①の
考え方を踏まえて国家公務員の指定職俸給表に即した報酬実績と
なっており、妥当であると考える。



４　役員の退職手当の支給状況（平成２７年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

注：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、該当がない場合は空欄。　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

　独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

５　退職手当の水準の妥当性について
【主務大臣の判断理由等】

区分

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

判断理由

  該当者なし

法人での在職期間

　Ⅰ-１-②記載の業績手当において業績給の仕組みを導入しており、平成２8年度以
降も、業務実績を反映した業績手当を支給する。



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　職員の勤務成績評価を行い、業績手当の成績率、査定昇給、昇格の実施に反映させている。

　③　 給与制度の内容及び平成２７年度における主な改定内容

２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

299 46.6 7,863 5,898 114 1,965
人 歳 千円 千円 千円 千円

78 47.1 6,771 5,016 118 1,755
人 歳 千円 千円 千円 千円

221 46.4 8,248 6,208 113 2,040

人 歳 千円 千円 千円 千円

20 37.1 6,629 5,194 114 1,435
人 歳 千円 千円 千円 千円

20 37.1 6,629 5,194 114 1,435

人 歳 千円 千円 千円 千円

2 － － － － －
人 歳 千円 千円 千円 千円

2 － － － － －

人 歳 千円 千円 千円 千円

61 40.9 3,471 2,843 127 628
人 歳 千円 千円 千円 千円

43 39.3 2,697 2,205 112 492
人 歳 千円 千円 千円 千円

14 42.2 6,020 4,946 178 1,074
人 歳 千円 千円 千円 千円

4 53.3 2,867 2,345 116 522

注１：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。

注２：在外職員の区分については、該当者がいないため、表示を省略している。

注３：常勤職員の医療職種及び教育職種、任期付職員の事務・技術職種、医療職種及び教育職種、

非常勤職員の医療職種及び教育職種については、該当者がいないため、表示を省略している。
注４：再任用職員については、該当者が２名のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれの

あることから人数以外は記載していない。

常勤職員

うち賞与

研究職種

平均年齢

研究職種

再任用職員

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

任期付職員

研究職種

区分

　当研究所は、土木技術に関する研究開発、技術指導及び成果の普及等に関する業務を
担っており、良質な社会資本の効率的な整備の推進に資する等の法人目的に鑑み、職員給
与水準については、独立行政法人通則法第５０条の１０第３項の規定の趣旨を踏まえ、職員
の職務の特性及び雇用形態に応じた一般職の職員の給与に関する法律（昭和25年法律第
95号）の適用を受ける国家公務員の給与を参考として設定している。

　職員の報酬は、土木研究所職員給与規程により、俸給及び諸手当（扶養手当、住居手当、
通勤手当、単身赴任手当、期末手当、業績手当、地域手当、広域異動手当、研究員調整手
当、寒冷地手当、時間外勤務手当、管理職員特別勤務手当、役職手当及び特殊勤務手当）
としており、各手当は国家公務員に準拠し、各職員の状況に応じた支給を行っている。

　平成２７年度の主な改定内容は、平成26年度人事院勧告及び平成27年度人事院勧告にお
いて平成27年度適用で改正することとなった一般職の職員の給与に関する法律等の施行に
準拠し、俸給（H26俸給月額からの引き下げ）、広域異動手当（引き上げ）、業績手当（引き上
げ）、地域手当（引き上げ）等の改正を行った。

うち所定内

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
　　の仕組み及び導入実績を含む。）

事務・技術

非常勤職員

研究職種

自動車運転手

事務・技術

平成２７年度の年間給与額（平均）

総額
人員



注：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。

注１：年齢２４～２７歳の該当者は２人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、
　　年間給与については表示していない。また、第３四分位及び第１四分位の表示も省略している。
注２：年齢２８～３１歳の該当者は３人のため、第３四分位及び第１四分位の表示を省略している。

② 年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員／研究職員）
〔在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。以下、④まで同じ。〕
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③ 職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員／研究職員）

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

1 － －
11 51.1 8,648
15 53.5 7,232
38 45.9 6,227
12 39.3 5,160
1 － －

（研究職員）

平均
人 歳 千円

13 56.7 11,888
40 50.6 10,615
91 47.5 8,362
65 40.1 5,788

④
（事務・技術職員）

夏季（６月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

61.6 60.5 61.0

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 38.4 39.5 39.0

％ ％ ％

         最高～最低 46.9～35.3 49.5～32.7 48.3～34.0

％ ％ ％

61.8 62.9 62.3

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 38.2 37.1 37.7

％ ％ ％

         最高～最低 45.3～34.8 44.8～32.4 42.9～34.7

（研究職員）
夏季（６月） 冬季（12月） 計

％ ％ ％

60.5 61.9 61.3

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 39.5 38.1 38.7

％ ％ ％

         最高～最低 55.2～0 53.7～32.2 54.5～19.6

％ ％ ％

62.1 62.9 62.5

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 37.9 37.1 37.5

％ ％ ％

         最高～最低 45.3～34.6 44.8～32.6 45.0～34.7

一般
職員

一律支給分（期末相当）

本部研究員 6,996 ～ 3,726

注：「本部研究課長」が「本部課長」に相当

賞与（平成２７年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／研究職員）

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

千円

本部研究部長 12,782 ～ 10,604
本部研究課長 12,397 ～ 8,552
本部主任研究員 10,574 ～ 5,594

本部係員 －

注：本部部長及び本部係員の該当者は１名のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれの
　　あることから、平均年齢及び年間給与額については記載していない。

分布状況を示すグループ 人員 平均年齢
年間給与額

最高～最低

人員

本部課長補佐

本部係長 7,465 ～ 5,031
本部主任 6,220 ～ 4,603

一律支給分（期末相当）

分布状況を示すグループ

千円

－

年間給与額

最高～最低

8,007 ～ 6,671
9,193 ～ 8,056

平均年齢

本部部長

本部課長

区分

一般
職員

一律支給分（期末相当）

管理
職員

２人 ５人 ９人



３　給与水準の妥当性の検証等

事務・技術職員
項目 内容

対国家公務員
指数の状況

・年齢勘案　　　　　　　　　　　　９３．１
・年齢・地域勘案　　　　　　　　 ９５．５
・年齢・学歴勘案　　　　　　　　 ９３．１
・年齢・地域・学歴勘案　　　　  ９５．３

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

－

（法人の検証結果）
　当研究所は、土木技術に関する研究開発、技術指導及び成果の普及等に
関する業務を担っており、その給与水準については、Ⅱ-1-①で記載したとお
り国家公務員の給与水準を考慮しているが、Ⅱ-2に記載した事務・技術職員
への支給結果は、Ⅱ-1-①の考え方を踏まえて行政職俸給表に即した給与実
績となっており、妥当であると考える。

（主務大臣の検証結果）
　当法人の業務目的は、土木技術の向上を図り、もって良質な社会資本の効
率的な整備及び北海道の開発の推進に資することである。
　その業務内容に鑑みれば、Ⅱ－１－①で示された給与水準の設定の考え方
は、国家公務員の給与水準を踏まえて定められており、適当である。
　また、Ⅱ-2の給与実績は給与水準の設定の考え方に即しており、法人の検
証結果は適当である。

講ずる措置
俸給・諸手当など給与体系は国家公務員の給与と同等の給与となっており、
引き続き国に準じて適正な給与水準の維持が図られるよう取り組む。

　給与水準の妥当性の
　検証

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　９５％】
（国からの財政支出額　８，９３１百万円、支出予算の総額　９，４２６百万円：平
成２７年度予算）
【累積欠損額　０円（平成２６年度決算）】
【管理職の割合　１５％（常勤職員数７８名中１２名）】
【大卒以上の高学歴者の割合　４６％（常勤職員数７８名中３６名）】
【支出総額に占める給与・報酬等支給総額の割合３６％】
（支出総額１０，１９２百万円、給与・報酬等支給総額３，７４１百万円：平成２６
年度決算）



研究職員

４　モデル給与

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方
　

講ずる措置
俸給・諸手当など給与体系は国家公務員の給与と同等の給与となっており、
引き続き国に準じて適正な給与水準の維持が図られるよう取り組む。

○　２２歳（大卒初任給、独身） 　　　 　  月額 １７６，７００円　年間給与 ２，７００，０００円
○　３５歳（本部主査、配偶者・子１人）　 月額 ２６３，１００円　年間給与 ５，２９９，０００円
○　４５歳（本部主査、配偶者・子２人）　 月額 ３２４，５００円　年間給与 ６，５４６，０００円

　Ⅱ-１-②に記載した業績手当において業績給の仕組みを導入しており、平成２8
年度以降も継続する。

・年齢・学歴勘案　　　　　　　　 ９２．２
・年齢・地域・学歴勘案　　　　１００．３

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

　当研究所は、土木技術に関する研究開発、技術指導、成果の普及等を行う
ことにより、土木技術の向上を図り、良質な社会資本の効率的な整備及び北
海道の開発の推進に資することを目的として設立された、土木に関する日本
を代表する研究所であり、積雪寒冷地に関する研究業務を担う職員が寒冷地
手当支給地域に多数在勤している。そのため、国の給与と比較した場合、特
に寒冷地手当の受給者数が非常に多い結果となっていることから、年齢・地
域勘案指数を押し上げ、年齢・地域・学歴勘案指数が高くなったものと思量す
る。

　給与水準の妥当性の
　検証

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　９５％】
（国からの財政支出額　８，９３１百万円、支出予算の総額　９，４２６百万円：平
成２７年度予算）
【累積欠損額　０円（平成２６年度決算）】
【管理職の割合　１５％（常勤職員数７８名中１２名）】
【大卒以上の高学歴者の割合　４６％（常勤職員数７８名中３６名）】
【支出総額に占める給与・報酬等支給総額の割合３６％】
（支出総額１０，１９２百万円、給与・報酬等支給総額３，７４１百万円：平成２６
年度決算）

（法人の検証結果）
　当研究所は、土木技術に関する研究開発、技術指導及び成果の普及等に
関する業務を担っており、その給与水準については、Ⅱ-1-①で記載したとお
り国家公務員の給与水準を考慮しているが、Ⅱ-2に記載した研究職員への支
給結果はⅡ-1-①の考え方を踏まえて研究職俸給表に即した給与実績となっ
ており、妥当であると考える。

（主務大臣の検証結果）
　当法人の業務目的は、土木技術の向上を図り、もって良質な社会資本の効
率的な整備及び北海道の開発の推進に資することである。
　その業務内容に鑑みれば、Ⅱ－１－①で示された給与水準の設定の考え方
は、国家公務員の給与水準を踏まえて定められており、適当である。
　また、Ⅱ-2の給与実績は給与水準の設定の考え方に即しており、法人の検
証結果は適当である。

項目 内容

対国家公務員
指数の状況

・年齢勘案　　　　　　　　　　　　９０．５
・年齢・地域勘案　　　　　　　　 ９９．４



Ⅲ　総人件費について

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

千円 千円 千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項

【役員】

　　　平成２5年1月1日以前 104/100

　　　平成25年1月1日～平成25年9月30日   98/100

　　　平成25年10月1日～平成26年6月30日   92/100

　　　平成26年7月1日～   87/100

【職員】

　　　平成２5年1月1日以前 　　 －

　　　平成25年1月1日～平成25年9月30日   98/100

　　　平成25年10月1日～平成26年6月30日   92/100

　　　平成26年7月1日～   87/100

Ⅳ　その他

特になし

注：中期目標期間の開始年度分から当年度分までを記載している。

609,615

○給与、報酬等支給総額及び最広義人件費の対前年度増減理由
　給与・報酬等支給総額の対前年比0.3％増、最広義人件費の対前年比1.5％増となっている主
な要因は、一般職の職員の給与に関する法律等の改正に準拠した俸給月額の引き下げ、業績手
当支給割合及び地域手当の引き上げを実施したことによるものである。

○「国家公務員の退職手当の支給水準引下げ等について」（平成２４年８月７日閣議決定）に基づ
き、国家公務員退職手当法等の一部を改正する法律（平成24年法律第96号）に準じて、役職員の
退職給付について、以下の措置を実施した。

　新たに調整率を設けるとともに、次のとおり段階的に引き下げた。

最広義人件費
4,510,609 4,140,651 4,325,100 4,848,382 4,919,282

福利厚生費
528,346 497,468 539,957 598,393

非常勤役職員等給与
441,183 435,114 485,264 510,533 486,063

3,674,499

退職手当支給額
76,072 51,267 63,172 74,409 149,105

区　　分

給与、報酬等支給総額
3,465,008 3,156,802 3,236,707 3,665,047

　調整率を退職理由及び勤続年数にかかわらず、全ての退職者に適用するとともに、
次のとおり段階的に引き下げた。


